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 本研究では， NASA提供の Aura 
EOS/MLS Version 3.3 Level 2の気温とジ
オポテンシャル高度(GPH)のデータを使用
する．鉛直分解能は成層圏で約 4 km，成層
圏界面付近や下部中間圏で約 8-9 km であ
り，11-97 km の高度に 41層ある．水平方
向の視野範囲は約 160 km であり，緯度は
南北それぞれ 82度まで利用できる．期間は
2008，2009，2010年について，その前年の







3. 結果 1: -2009年 SSWの事例解析- 
まず，図 1に北緯 70-82度と北緯 55-70
度でそれぞれ領域平均した帯状平均気温と
帯状平均東西風の時間発展を示す．成層圏中






























図 1: 2009年 1月の SSW生起前後の期間について，
北緯 70-82 度における帯状平均気温(上)と北緯
55-70 度における帯状平均東西風(下)の時間・高度






























































































図 2: 2009年 1月 13(左列)，19(中列)，25日(右列)
の 10(下段)，1(中段)，0.01 hPa(上段)の等圧面高度
場．等値線間隔は 250 m． 
 




図 4: (a)2009年 1月 13, 16, 19, 22日の帯状平均東西風(コ
ンター)，E-P flux(ベクトル)，DF(カラー)の緯度高度断面
図．コンター間隔は 10 m/s，ユニットベクトルは 101-102  
hPaの領域で Fy : 2×106，Fz : 2×108 (kg/s2)，これ以高の
101-n-102-n hPa (n=1-3)の領域ではスケールを 5n 倍，
10-3-10-2 hPa の領域では 25 倍している．DF の単位は
m/s/day. (b)東西風と気温の波の積を帯状平均したもの         
で，コンター間隔は 50 m2/s2. (c)準地衡風渦位の南北勾配






























































































   
   













であり，  はコリオリパラメータ， は浮力






4. 結果 2: 




4.1  2010年 SSWの特徴 
 2010年の 1月に生じた SSWは，波数１
が支配的な極渦移動型の大昇温である． 









図 5: 2010 年 1 月の SSW 生起前後の期間について，
北緯 70-82 度における帯状平均気温(上段 )と北緯
60-75 度における帯状平均東西風(中段)と DF(下段)の
時間・高度断面．等値線間隔はそれぞれ 10 K, 10 m/s, 
10 m/s/day． 
 














4.2  2008年 SSWの特徴 
 2008年の 1月から 2月にかけて生じた
SSWもまた波数１が支配的な極渦移動型で
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